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ジウム：当事者に届く生物学的精神医学研究：バイオマーカーを用いた精神疾患の客観的補助診断法の開発．第 33
回日本生物学的精神医学会，2011，5，21，東京．（招待講演） 
39)  鈴木道雄：ARMSへの早期介入の問題点と展望．シンポジウム：At-Risk Mental State (ARMS)への早期介入：乗り越
えるべき課題．第 6回日本統合失調症学会，2011，7，19，札幌．（招待講演） 
40)  鈴木道雄，川﨑康弘，高柳陽一郎，中村主計，高橋 努：構造 MRIによる統合失調症の補助診断の可能性．シンポ
ジウム：当事者に届く生物学的精神医学研究：バイオマーカーを用いた精神疾患の客観的補助診断法の開発．第 107
回日本精神神経学会，2011，10，26，東京．（招待講演） 
41)  田口芳治，高嶋修太郎，鈴木道雄，中村主計，高橋 努，吉田幸司，小西宏史，温井孝昌，平野恒治，道具伸浩，
田中耕太郎：精神科医における抗 NMDAR 脳炎の認知度調査．第 52回日本神経学会総会，2011，5，20，名古屋． 
42)  高橋 努：脳構造画像解析の実際「T1 画像・関心領域法」．包括脳ネットワーク リソース技術支援 脳画像総合デ
ータベース支援活動（疾患拠点）チュートリアル「精神疾患の画像研究スタートアップ」，2011，1，16，東京． 
43)  高橋 努，Wood S., Yung A.R., Soulsby B., McGorry P.D., 鈴木道雄，川﨑康弘，Phillips L.J., Velakoulis D., and Pantelis 
C.：精神病ハイリスク群における上側頭回体積変化．第 33回生物学的精神医学会，2011，5，21-22，東京． 
44)  高橋 努，鈴木道雄，Zhou S.Y., 谷野亮一郎，中村主計，川﨑康弘，古市厚志，木戸幹雄，瀬戸 光，倉知正佳：A 
follow-up MRI study of the temporal lobe structures in schizotypal disorder and first-episode schizophrenia. 第 6回統合失調
症学会，2011，7，18-19，札幌． 
45)  高橋 努，田仲耕大，松岡 理，古市厚志，中村主計，宮西知広，鈴木道雄：東日本大震災における支援活動報告―
被災地精神科講座への精神科医派遣を中心として―．シンポジウム「東日本大震災に対する精神医学的な介入活動
について―北陸地域の私たちにやり得たこと―」．第 180回北陸精神神経学会，2011，9，25，金沢．（招待講演） 
46)  高橋 努：精神科専門医の養成：海外留学研究コースの実際（オーストラリアでの経験）．シンポジウム「精神科専
門医の養成を考える：指導現場の取り組みと課題―若手指導医の視点から―」．第 107回日本精神神経学会学術総会，
2011，10，26-27，東京．（招待講演） 
47)  高橋 努, 鈴木道雄：精神疾患の脳形態. シンポジウム「精神疾患とイメージング解析」．第 21回日本臨床精神神経
薬理学会・第 41回日本神経精神薬理学会 合同年会，2011，10，27-29，東京．（招待講演） 
48)  高橋 努，鈴木道雄：早期精神病における脳形態変化．シンポジウム「早期発見・早期支援に生物学的研究が果た
す役割」．第 15回日本精神保健予防学会，2011，12，3-4，東京．（招待講演） 
49)  竹内あゆみ，松井三枝，古市厚志，樋口悠子，中村主計，田中耕大，松岡 理，瀬尾友徳，住吉太幹，鈴木道雄：
統合失調症患者における運転能力と視覚的情報処理の関連性―運転シミュレーターを用いた研究．第 178 回北陸精
神神経医学会，2011，1，23，金沢． 
50)  竹内あゆみ，松井三枝，片桐正敏，松田幸久，古市厚志，樋口悠子，中村主計，田仲耕大，松岡 理，瀬尾友徳，
住吉太幹，鈴木道雄：統合失調症患者における運転能力と視覚的情報処理の関連性―運転シミュレーターを用いた
研究―．第 11回精神疾患と認知機能研究会，2011，11，5，東京． 
51)  田仲耕大，結城博実，住吉佐和子，西山志満子，上野舞里子，樋口悠子，鈴木道雄：富山県における精神病未治療
期間（DUP）の前方視調査．第 15回精神保健・予防学会学術集会．2012，12，3-4，東京． 
52)  角田雅彦：人との「つながり」について．日本学術会議中部地区学術講演会，2011，6，24，富山． 
53)  天神朋美，宮川聖也，荒井 淳，塚原さち子，伊藤幸恵，田所正典，穴井己理子，北島 麗，萩野 信，三宅誕実，
兼田康宏，住吉太幹，山口 登：未服薬初回エピソード統合失調症患者の認知機能および QOLに対する blonanserin
の効果．第 6回日本統合失調症学会，2011，7，18，札幌． 
54)  天神朋美，宮川聖也，荒井 淳，塚原さち子，伊藤幸恵，寺本春樹，田所正典，穴井己理子，小島和晃，北島 麗，
萩野 信，三宅誕実，兼田康宏，住吉太幹，山口 登：未服薬初回エピソード統合失調症患者の認知機能と主観的
QOLに対する blonanserinの効果．第21回日本臨床精神神経薬理学会，第41回日本神経精神薬理学会合同年会，2011，
10，29，東京． 
55)  安岡香苗*，松井三枝，松岡 理，鈴木道雄：アルツハイマー病における脳形態および脳血流の変化と神経心理機能
の関連―VSRAD，eZISと簡易神経心理学検査を用いて―．第 178回北陸精神神経医学会，2011，1，23，金沢． 
56)  吉田泰介，管 心，有馬邦正，村中泰子，田中恒彦，江口 聡，リン クリスタル，吉田寿美子，石川正憲，樋口悠
子、瀬尾友徳，上岡義典，友竹正人，兼田康宏，ダービー ディビッド，マルフ ポール，伊豫雅臣，笠井清登，樋
口輝彦，住吉太幹，大森哲郎，高橋清久，橋本謙二：CogState統合失調症バッテリー日本語版の妥当性．第 33回日
本生物学的精神医学会，2011，5，22，東京． 
 
◆ その他 
1)  水野雅文，岩田仲生，鈴木道雄：座談会「精神疾患の早期発見と治療への道筋を探る」．週刊医学界新聞，第 2880
号． 
2)  村中泰子：認知行動療法を取り入れたこころの健康づくり教室―認知編①―．平成 22年度富山市保健所～認知行動
療法を取り入れたこころの健康づくり教室，2011，2，3，富山． 
3)  村中泰子：認知行動療法を取り入れたこころの健康づくり教室―認知編②―．平成 22年度富山市保健所～認知行動
療法を取り入れたこころの健康づくり教室，2011，2，10，富山． 
4)  村中泰子：認知行動療法を取り入れたこころの健康づくり教室―まとめ―．平成 22年度富山市保健所～認知行動療
法を取り入れたこころの健康づくり教室，2011，3，17，富山． 
5)  村中泰子：認知行動療法を取り入れたこころの健康づくり教室―認知編①―．平成 23年度富山市保健所～認知行動
療法を取り入れたこころの健康づくり教室，2011，10，20，富山． 
6)  村中泰子：認知行動療法を取り入れたこころの健康づくり教室―認知編②―．平成 23年度富山市保健所～認知行動
療法を取り入れたこころの健康づくり教室，2011，10，27，富山． 
7)  村中泰子：「うつ病の家族の接し方について前編」．平成 23年度富山市保健所うつ病家族教室，2011，11，9，富山． 
8)  村中泰子：「うつ病の家族の接し方について後編」．平成 23年度富山市保健所うつ病家族教室，2011，11，16，富山． 
9)  村中泰子：認知行動療法を取り入れたこころの健康づくり教室―まとめ―．平成 23年度富山市保健所～認知行動療
法を取り入れたこころの健康づくり教室，2011，12，15，富山． 
10)  西山志満子：「認知行動療法とは」認知行動療法を取り入れた心の健康づくり教室，2011，1，27，富山． 
11)  西山志満子：Aripiprazoleと認知行動療法の併用により改善した統合失調症の一例．第 4回精神疾患の臨床と病態生
理研究会，2011，2，4，富山． 
12)  西山志満子，住吉太幹：薬物療法と認知行動療法の併用により社会的認知の改善を認めた統合失調症の一例．厚生
労働省科学研究費補助金・こころの健康科学研究事業「統合失調症における社会生活機能障害の評価・支援 
-MATRICS-CCB 日本語版による認知機能障害の評価と治療計画への応用」研究報告会，2011，2，6，東京． 
13)  西山志満子：「問題解決に向けて①」認知行動療法を取り入れた心の健康づくり教室，2011，2，17，富山． 
14)  西山志満子：「問題解決に向けて①」認知行動療法を取り入れた心の健康づくり教室，2011，2，24，富山． 
15)  西山志満子，住吉太幹：MCCB-J を施行した“健常者”の 1 例．厚生労働省科学研究費補助金・こころの健康科学
研究事業「統合失調症における社会生活機能障害の評価・支援 -MATRICS-CCB 日本語版による認知機能障害の評
価と治療計画への応用」研究報告会，2011，5，20，東京． 
16)  西山志満子：「思春期・青年期におけるこころのリスクと早期介入―心の病気に発展しやすい状態と対応について―」
児童思春期精神保健専門研修会，2011，6，2，富山． 
17)  西山志満子：「思春期のこころのリスクと早期介入」心の健康づくり講座，2011，9，21，黒部． 
18)  西山志満子：「認知行動療法とは」認知行動療法を取り入れた心の健康づくり教室，2011，10，13，富山． 
19)  西山志満子：「自分のよいところ・すてきなところをみつけよう」健康づくり教育，2011，11，1，上市． 
20)  西山志満子：「問題解決に向けて①」認知行動療法を取り入れた心の健康づくり教室，2011，11，10，富山． 
21)  西山志満子：「一人で悩まないで」思春期における心の健康づくり「いのちの教育」，2011，11，18, 立山． 
22)  西山志満子：「問題解決に向けて②」認知行動療法を取り入れた心の健康づくり教室，2011，11，24，富山． 
23)  西山志満子：「こころを健康に保つには」思春期における心の健康づくり「いのちの教育」，2011，12，8，立山． 
24)  西山志満子：「家族を支える聴き方とは」精神障害者家族相談員育成研修，2011，12，9，富山． 
25)  住吉太幹：統合失調症前駆期における薬物療法．ラジオ NIKKEI「医学講座」：（日本医師会生涯教育）日経ラジオ社．
2011，3，3，東京． 
26)  住吉太幹：統合失調症の前駆期と医療的介入．NTTドコモ医療専門サイト「MD+」講演．2011，12，21，東京． 
27)  鈴木道雄：早期精神病の診断と治療について：病態進行の観点から．東京こころのクリニック，11：39-54，2011． 
28)  鈴木道雄：SST 普及協会第 15 回学術集会 in 富山 教育講演: 脳の働きから心理社会的治療を考える．SST ニュー
ズレター，第 23巻 2号． 
29)  鈴木道雄：書評「サイコーシス・リスクシンドローム：精神病の早期診断実践ハンドブック」．週刊医学界新聞，第
2951号． 
30)  鈴木道雄：内科診療において問題となる精神疾患について．第 397回高岡市内科医会学術講演会，2011，6，9，高
岡． 
31)  鈴木道雄：統合失調症～早期介入の観点から～．第 13回東海 PPSTセミナー，2011，6，16，名古屋． 
32)  鈴木道雄：統合失調症の早期診断と治療．金沢医科大学医学研究セミナー，2011，7，7，内灘． 
33)  鈴木道雄：認知症の診断と治療（1）．富山県看護協会専門研修・老年看護Ⅰ・認知症の理解と看護，2011，7，26，
富山． 
34)  鈴木道雄：認知症の診断と治療（2）．富山県看護協会専門研修・老年看護Ⅰ・認知症の理解と看護，2011，7，29，
富山． 
35)  鈴木道雄：認知症の診断と治療．認知症研修セミナー，2011，9，21，富山． 
36)  鈴木道雄：認知症の診断と最近の治療：アルツハイマー病を中心に．魚津市・下新川郡医師会生涯教育講座，2011，
9，29，魚津． 
37)  鈴木道雄：アルツハイマー病の新しい治療と予防．2011なめりかわ市民健康フォーラム，2011，10，1，滑川． 
38)  鈴木道雄：認知症の画像診断と新しい治療薬について．第 4 回中部放射線医療技術学術大会ランチョンセミナー，
2011，11，12，富山． 
39)  鈴木道雄：認知症とその予防．高岡市寿大学，2011，11，18，高岡． 
40)  鈴木道雄：統合失調症：進行性変化と早期介入．富山県精神科医会特別講演，2011，11，18，富山． 
41)  鈴木道雄：認知症の早期診断・治療・予防．富山市医師会・健康フェスティバル 2011，2011，11，20，富山． 
42)  鈴木道雄：統合失調症の発症，進行のメカニズムと早期介入．日本総合病院精神医学会ランチョンセミナー，2011，
11，26，福岡． 
43)  鈴木道雄：精神疾患の生物学的基盤に基づく心理・社会的治療法に関して．高知大学医学部神経精神科学教室卒後
セミナー，2011，12，7，高知． 
44)  鈴木道雄：統合失調症の病態進行と早期介入．高知大学医学部神経精神科学教室卒後セミナー，2011，12，7，高知． 
45)  高橋 努：精神疾患における画像診断について．第 36回新潟精神医学懇話会，2011，6，28，新潟． 
46)  角田雅彦，平野正治，木戸日出喜，鏡森定信：富山県内の事業場におけるメンタルヘルス取り組み状況の縦断的研
究．平成 22年度産業調査研究報告書，2011． 
47)  角田雅彦，平野正治，木戸日出喜，鏡森定信：富山県内の事業場におけるメンタルヘルス取り組み状況の縦断的研
究．平成 22年度産業調査研究報告会，2011，10，20-21，横浜． 
